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１
月
１２
日
（
日
）
パ
ト
リ
ア
日
田
で
20
歳

の
つ
ど
い 
の
式
典
が
行
わ
れ
、
今
年
新
た
に

20
歳
を
迎
え
る
597
人
の
う
ち
507
人
が
会
場

に
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
、
3
年
前
か

ら
若
者
自
身
が
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員

会
方
式
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
参
加
者
に
と
っ

て
特
別
な
思
い
出
と
な
る
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。 

式
典
で
は
、
実
行
委
員
の
手
に
よ
っ
て
準
備

さ
れ
た
小
中
高
時
代
の
写
真
や
映
像
が
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
と
し
て
上
映
さ
れ
、
会
場
は
懐
か

し
さ
と
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
友

人
や
恩
師
と
の
思
い
出
が
次
々
と
映
し
出
さ

れ
る
中
、
多
く
の
参
加
者
が
歓
声
を
上
げ
、
青

春
の
日
々
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
式
典
中
に
は
地
元
を
代
表
す
る
来
賓

の
挨
拶
や
、
参
加
者
自
身
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
も

行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
感
謝
の
言
葉
や
新
た

な
抱
負
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
思
い
出

深
い
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
と
し
て
、
当
時
の
担
任

の
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
、
会
場
に
集
ま
っ
た
507
人
の
若

者
た
ち
は
、
仲
間
と
と
も
に
新
た
な
門
出
を
祝

い
、
自
ら
の
成
長
を
振
り
返
る
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
と
と
も

に
、
未
来
へ
の
希
望
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道

を
力
強
く
歩
み
始
め
る
決
意
を
新
た
に
し
た

よ
う
で
す
。 

ミッキー主事時代のみどりの少年団員たち 

第 2 部の司会を務めた
梅木莉奈さんと梅野 
姫莉さん 

高
瀬
森
林
組
合 

山
の
神
を
祀
る
神
事
を
執
り
行
う 

 

1
月
16
日
（
木
）
高
瀬
森
林
組
合
の

主
催
に
よ
り
、
山
の
神
を
祀
る
神
事 

が
厳

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
事
は
、

山
か
ら
の
恵
み
に
感
謝
し
、
今
後
の
安
全
と

豊
か
な
実
り
を
祈
願
す
る
大
切
な
行
事

で
、
毎
年
欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
式

典
で
は
、
森
林
組
合
長
の
長
哲
也
会
長
を

は
じ
め
、
地
域
の
代
表
者
が
参
列
し
、
神
職

に
よ
る
祝
詞
奏
上
や
玉
串
奉
奠
が
厳
粛
な

雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
列

者
は
皆
、
自
然
と
の
調
和
を
願
い
、
山
の
安

全
と
森
林
資
源
の
保
全
に
対
す
る
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。
神
事
の
後
に
は
地
元
の

人
々
が
集
ま
り
、
山
仕
事
へ
の
感
謝
や
地

域
の
未
来
に
つ
い
て
語
り
合
う
場
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
高
瀬
の
豊
か
な
自
然
を
守

り
次
世 

 

代

に
引

き

継

ぐ

た

め

の

意

識

が

一

層

高

ま

る

、

有

意

義

な

ひ

と

と

き

と

な

り

ま

し
た
。 



 

 

 

 

今回は、高瀬の縄文時代の遺跡や生活の様子などを紹介します。 

 日田では約１２０００年前の遺跡から縄文早期の石鏃（矢じり）や土器が見つかり、縄文時代がはじまった

ようです。 

旧石器時代は狩猟や採取を行うため、洞窟など拠点となるところを移動しながら生活を行っていましたが、氷

河期が終わったこの時期から定住生活へと移行していきます。また、縄文時代早期にあたるこの時期には、縄

文土器が作られ、畑作や狩猟、採取によって得られた肉や木の実を粉にして料理をするようになりました。 

高瀬でも誠和町神社裏遺跡で約１００００年前と考えられる石器片（黒曜石の小片）や縄文早期の土器片（深

鉢）が採取され、縄文人の生活の跡がみられます。さらに、上野切畑山遺跡（上野町浄水場北側）からは、料

理などに使ったと思われる炉の跡（集石遺構の炉）が見つかっています。 

 縄文時代の人々の生活の場は、畑作の関係からか年代が進むにつれて、五馬台地のような台地から河川の上

流地域、そして、日田盆地周辺の河岸段丘へと移住していった形跡がみられます。高瀬の祖先も出野、南部、

五条殿などの山地から高瀬川、大山川流域の台地へ、そして上野原などの原（はる）とよばれる河岸段丘へ、

さらに現在の誠和町、銭渕町の上、高瀬本町の上などの低位の段丘へ生活の場を移していったようです。さら

に、低位段丘面にあたる手崎遺跡でも住居跡や高瀬条里深野田地区では土壙（イノシシやシカ等を捕る落とし

穴）や縄文土器や石器など約 4000 年前の縄文後期のものが出ています。それまでより標高の低い場所で生活

していたことが推測出来ます。 

 また、手崎遺跡のように、湧水等の条件がそろっている場所では、長期にわたって、繰り返し生活の場とし

て使われた場所もあります。（長期利用型遺跡） 

 ３０００年前の縄文時代晩期は、北部九州に稲作が伝わっています。日田も徐々に稲作へと向かうことにな

ったと考えられます。 

（ 文 高瀬史編修委員会 髙田義友 / 資料・協力 日田市文化財保護課 ） 
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【高瀬の歴史コラム】 

第４回 高瀬の古代２～縄文時代 

上野切畑山遺跡 誠和町神社裏遺跡 

手崎遺跡（大宮町） 高瀬条里深野田地区 


